
平成 29 年 

4 月 

No.16 

も り 

今月のトピック 

・保護林制度が変わります 

  ～保護林制度の改正～ 

写真：ポロト自然休養林内に咲く水芭蕉 

北海道森林管理局 



保
護
林
制
度
が
変
わ
り

ま
す
（
保
護
林
制
度
の
改
正
に
つ
い
て
）

   
 

 

保
護
林
制
度
は
、
大
正
４
年

（
一
九
一
五
）
の
制
定
以
来
、

100

年
以
上
の
間
、
国
有
林
内

の
原
生
的
な
森
林
環
境
の
保

全
に
役
立
っ
て
き
ま
し
た
。 

こ
の
間
、
平
成
元
年
に
は
、

時 

時
代
の
要
請
に
応
え
て
大
幅

な
見
直
し
を
行
い
、
現
在
、

道
内
の
国
有
林
で
は
224

箇
所
、

合
計
面
積
362

千
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
保
護
林
が
設
定
さ
れ
て
い

ま
す
。 

今
回
の
保
護
林
制
度
の
改

正
は
、
平
成
27
年
９
月
に
制

定
さ
れ
た
「
保
護
林
制
度
の

改
正
に
つ
い
て
」
（
林
野
庁
長

官
通
知
）
に
基
づ
き
、
近
年

の
生
物
多
様
性
保
全
に
関
す

る
科
学
的
知
見
や
保
護
地
域

の
管
理
手
法
の
進
歩
、
保
護

林
の
簡
素
で
効
率
的
な
管
理

体
制
の
構
築
の
必
要
性
等
踏

ま
え
、
既
存
の
保
護
林
の
再 

編
を
図
る
も
の
で
す
。 

現
在
の
保
護
林
は
、
原
生

的
な
天
然
林
を
広
域
に
保
存

す
る
「
森
林
生
態
系
保
護
地

域
」
を
は
じ
め
、
七
区
分
が

設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

新
た
な
保
護
林
制
度
で
は
、

森
林
生
態
系
や
個
体
群
の
持

続
性
に
着
目
し
た
、
分
か
り

や
す
く
効
果
的
な
保
護
林
区

分
と
し
て
、
三
区
分
に
再
構

保護林制度の変遷 

○大正４年 山林局通牒 「保護林設定ニ関スル件」
・学術参考保護林 

・風致保護林 

・その他保護林 

○平成元年 林野庁長官通達 「保護林の再編・拡充について」 
「保護林設定要領」 

・森林生態系保護地域 

・森林生物遺伝資源保存林 

・林木遺伝資源保存林 

・植物群落保護林  

・特定動物生息地保護林 

・特定地理等保護林 

・郷土の森 

○平成 22 年 「保護林設定要領」一部改正 
・森林生物遺伝資源保存林の改正（局設定可能） 

・モニタリング規定追加 

・有識者による保全管理委員会の規定追加 等 

○平成 27 年 「保護林設定管理要領」制定 
・保護林設定要領を廃止 

林業と自然保護に関する検討委員会
（昭和 62 年 10 月～63 年 12 月） 

森林における生物多様性保全の推進方策検討会
（平成 20 年 12 月～21 年 7 月）

保護林制度等に関する有識者会議 

（平成 26 年 6 月～）

大正時代 
昭和初期 

高度経済成長 
（木材需要拡大） 

（公害発生） 
森林の公益的機
能 自然保護運動 
（知床、白神等） 

生物多様性保全 
の要請 

世界自然遺産 
の保護担保 

保
護
林
と
は
、
原
生
的
な

森
林
生
態
系
か
ら
な
る
自

然
環
境
の
保
全
や
、
ぼ
く
達

の
よ
う
な
希
少
野
生
生
物

の
保
護
、
遺
伝
資
源
の
保
存

等
を
目
的
と
し
て
、
森
林
を

保
護
し
て
い
る
国
有
林
独

自
の
制
度
だ
よ
！

シマフクロウのヒナ

大雪山森林生態系保護地域（原始が原） 
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築
し
て
保
護
・
管
理
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。 

具
体
的
に
は
、
我
が
国
の
気

候
帯
ま
た
は
森
林
帯
を
代
表

す
る
原
生
的
な
天
然
林
を
主

体
と
す
る
「
森
林
生
態
系
保

護
地
域
」
、
地
域
固
有
の
生
物

群
集
を
有
す
る
「
生
物
群
集

保
護
林
」
及
び
希
少
な
野
生

生
物
の
生
育
・
生
息
に
必
要

な
森
林
を
「
希
少
個
体
群
保

護
林
」
の
三
つ
で
す
。 

保
護
林
再
編
に
あ
た
っ
て

は
、
環
境
保
護
の
専
門
家
を

は
じ
め
と
す
る
10
名
の
外
部

有
識
者
か
ら
な
る
「
北
海
道

森
林
管
理
局
保
護
林
管
理
委

員
会
」
を
設
置
し
、
平
成
28
年

６
月
に
第
一
回
委
員
会
を
開

催
し
て
以
降
、
合
計
３
回
の

委
員
会
を
経
て
、
現
行
の
７

区
分
（
224

箇
所
）
の
保
護
林

を
３
区
分
（
191

箇
所
）
に
見

直
す
再
編
案
を
取
り
ま
と
め

ま
し
た
。 

 

今
後
の
予
定
と
し
て
は
、

平
成
29
年
度
は
、
再
編
案
に

沿
っ
た
形
で
森
林
計
画
の
変

更
な
ど
の
所
要
の
手
続
き
を

行
い
、
平
成
30
年
４
月
か
ら

新
し
い
区
分
で
の
保
護
林
管

理
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。 

 

今
後
も
、
各
保
護
林
の
実
態

に
即
し
た
効
果
的
・
効
率
的

な
管
理
体
制
の
構
築
に
向
け

た
取
り
組
み
を
進
め
、
そ
の

内
容
に
つ
い
て
は
、
積
極
的

で
丁
寧
な
情
報
発
信
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。 

こ
れ
ま
で
の
保
護
林
管
理
委
員
会
の

内
容
は
、
こ
ち
ら
か
ら
。 
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北海道森林管理局管内における保護林の再編 

保護林区分の再構築 7 区分 224 箇所・362 千 ha → 3 区分 191 箇所・362 千 ha 

森林生態系保護地域 

（５箇所 276 千 ha） 

森林生物遺伝資源保存林 

（４箇所 46 千 ha） 

植物群落保護林 

（57 箇所 25 千 ha） 

林木遺伝資源保存林 

（137 箇所 ３千 ha） 

特定動物生息地保護林 

（１６箇所 １２千 ha） 

特定地理等保護林 

（４箇所 0.014 千 ha） 

郷土の森 

（１箇所 0.017 千 ha） 

森林生態系保護地域 

（５箇所 317 千 ha） 

生物群集保護林 

（19 箇所 32 千 ha） 

希少個体群保護林 

（167 箇所 13 千 ha）

廃  止 

（▲６箇所 0.03 千 ha）

協定の森、レク森など他

の制度を活用、施業上の

配慮で保護。 

5 箇所

3 箇所

4 箇所

2 箇所

1 箇所

16 箇所

3 箇所

3 箇所

36 箇所

132 箇所

13 箇所

1 箇所

4 箇所

1 箇所

276 千 ha／再編(5 箇所)

40 千 ha／統合(▲3 箇所)

0.44 千 ha／統合(▲4 箇所)

0.02 千 ha／統合(▲2 箇所)

5 千 ha／分割して再編(2 箇所) 

23 千 ha／再編(14)､統合(▲2)

0.58 千 ha／統合(▲3 箇所)

3 千 ha／再編(3 箇所)

2 千 ha／再編(36 箇所)

2 千 ha／再編(126)､統合(▲6)

9 千 ha／再編(5)､統合(▲8)

0.38ha

14.12ha

16.82ha

第一回保護林管理委員会の様子

キリギシソウ（崕山高山植物保護林は 
希少個体群保護林に再編されます） 

3



十
勝
地
域
に
お
け
る
多
く

の
人
工
林
が
主
伐
期
を
迎
え
、

人
工
林
資
源
の
循
環
利
用
を

進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
と

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。 

し
か
し
、
林
業
労
働
者
の

減
少
・
高
齢
化
等
に
よ
る
労

働
力
の
不
足
、
生
産
コ
ス
ト

が
高
く
採
算
性
が
低
い
な
ど

の
課
題
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。 

こ
う
し
た
中
、
十
勝
管
内

の
森
林
管
理
（
支
）
署
と
十

勝
総
合
振
興
局
で
は
、
平
成

25

年
度
よ
り
「
十
勝
地
域
林

政
連
絡
会
議
」
を
開
催
し
、

地
域
の
課
題
の
解
決
に
向
け

て
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
か
ら
、
「
列
状
間
伐
」

の
普
及
に
つ
い
て
の
取
組
を

紹
介
し
ま
す
。 

国
有
林
で
は
、
初
回
及
び

二
回
目
の
間
伐
ま
で
は
原
則

列
状
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
十
勝
管
内
の
民
有
林

で
は
道
有
林
が
二
回
目
以
降

の
間
伐
を
列
状
で
行
う
こ
と

を
推
進
し
て
い
ま
す
。 

十
勝
管
内
関
係
者
か
ら
の

聞
き
取
り
で
は
、
地
域
に
よ

っ
て
一
～
二
回
目
と
も
実
施

し
て
い
る
と
こ
ろ
、
一
回
目

で
も
ほ
と
ん
ど
実
施
し
て
い

な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
な
ど
温

度
差
が
あ
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
列
状
間
伐
を
実
施
し

て
い
て
も
、
そ
の
導
入
率
や

伐
採
率
、
高
性
能
林
業
機
械

の
使
用
率
に
ば
ら
つ
き
が
あ

る
な
ど
色
々
な
課
題
が
見
え

て
き
ま
し
た
。 

そ
こ
で
、
国
有
林
、
道
有

林
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
し
各
種

現
地
検
討
会
等
を
開
催
し
ま

し
た
。 

意
見
交
換
で
は
、
「
予
定
よ

り
も
少
な
い
日
数
で
作
業
が

終
了
し
た
」
、
「
懸
念
し
て
い

た
風
倒
被
害
が
見
ら
れ
な
か

っ
た
」
等
、
列
状
間
伐
が
低

コ
ス
ト
に
資
す
る
も
の
で
あ

る
こ
と
が
確
認
で
き
た
一
方
、

「
列
状
間
伐
で
は
、
将
来
残

す
べ
き
立
木
ま
で
伐
採
さ
れ

て
し
ま
い
、
伐
採
す
べ
き
立

木
が
残
っ
て
し
ま
う
」
、
「
長

期
的
に
は
風
害
の
不
安
が
つ

き
ま
と
う
」
等
の
意
見
も
出

さ
れ
ま
し
た
。 

一
概
に
列
状
間
伐
が
ベ
ス

ト
と
は
な
ら
な
い
の
で
は
？

と
思
う
反
面
、
他
に
列
状
間

伐
の
メ
リ
ッ
ト
を
示
す
こ
と

が
で
き
な
い
も
の
か
と
思
案

し
て
い
た
と
こ
ろ
、
簡
易
に

作
業
功
程
・
生
産
コ
ス
ト
を

算
出
し
、
機
械
ご
と
の
作
業

功
程
が
把
握
で
き
る
工
程
管

理
シ
ス
テ
ム
が
他
署
で
作
成

さ
れ
使
用
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
こ
れ
ら
の
活
用
を
考
え

ま
し
た
。 

今
年
度
は
こ
の
シ
ス
テ
ム

を
使
用
し
て
、
列
状
間
伐
に

お
け
る
功
程
、
コ
ス
ト
の
見

え
る
化
に
取
り
組
む
こ
と
と

し
ま
し
た
。 

現
在
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
に
必

要
な
稼
働
時
間
等
の
因
子
を

収
集
す
る
た
め
に
、
支
署
管

内
の
請
負
事
業
体
に
協
力
を

頂
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

し
か
し
な
が
ら
、
昨
年
十
勝

地
域
を
襲
っ
た
台
風
等
の
影

響
に
よ
り
事
業
地
の
取
り
止

め
、
作
業
条
件
の
悪
化
な
ど

例
年
と
は
違
っ
た
悪
条
件
が

重
な
り
、
今
の
と
こ
ろ
思
う

よ
う
に
デ
ー
タ
が
集
ま
っ
て

い
ま
せ
ん
。 

平
成
29
年
度
以
降
に
つ
い

て
も
、
継
続
し
て
デ
ー
タ
の

蓄
積
を
図
る
べ
く
準
備
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

今
後
と
も
、
民
有
林
関
係

者
の
方
々
と
の
連
携
を
図
り

地
域
の
課
題
を
的
確
に
捉
え
、

課
題
解
決
に
向
け
て
継
続
的

に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、

「
資
源
の
循
環
利
用
に
よ
る

林
業
の
成
長
産
業
化
」
の
一

助
に
な
る
こ
と
が
で
き
れ
ば

と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
た
取
組 

十
勝
西
部
森
林
管
理
署 

東
大
雪
支
署 

【十勝地域林政連絡会議】 

【道有林での現地検討会】 

【列状間伐実施後】 
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常
呂
川
森
林
ふ
れ
あ
い
推

進
セ
ン
タ
ー
で
は
、
森
林
環

境
教
育
に
携
わ
る
教
育
機
関

と
連
携
し
た
取
組
み
、
森
林

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
や
企
業

の
活
動
支
援
・
技
術
指
導
等

を
行
っ
て
い
ま
す
。 

今
回
は
、
「
ネ
イ
パ
ル
北
見
」

と
連
携
し
た
取
組
み
及
び
森

林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
オ
ホ
ー

ツ
ク
の
会
」
へ
の
活
動
支
援

を
紹
介
し
ま
す
。 

１
月
14

日
、
北
海
道
立
青

少
年
体
験
活
動
支
援
施
設

「
ネ
イ
パ
ル
北
見
」
の
要
請

を
受
け
、「
ネ
イ
パ
ル
de

学
ぼ

う
！
冬
休
み
キ
ャ
ン
プ
」
に

参
画
し
ま
し
た
。 

こ
れ
は
、
「
仲
間
と
協
力
し

て
学
習
や
自
然
体
験
活
動
を

行
い
、
学
習
習
慣
の
定
着
や

学
習
に
対
す
る
興
味
・
関
心

を
高
め
る
。
」
こ
と
を
目
的
と

し
て
開
催
さ
れ
た
も
の
で
、

オ
ホ
ー
ツ
ク
管
内
の
小
学
生

（
３
～
６
年
生
）
20

名
が
集

ま
り
、
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、

動
物
の
足
跡
や
樹
木
が
冬
を

生
き
る
工
夫
を
探
す
、
森
林

観
察
を
担
当
し
ま
し
た
。 

ま
ず
始
め
に
、
「
ネ
イ
パ
ル

北
見
」
の
職
員
か
ら
、
ス
ノ

ー
シ
ュ
ー
の
履
き
方
の
説
明

が
あ
り
、
そ
の
後
、
子
ど
も

た
ち
は
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
の
装

着
に
悪
戦
苦
闘
し
て
い
ま
し

た
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
高

校
生
等
に
手
伝
っ
て
も
ら
い

履
き
終
え
、
出
発
と
な
り
ま

し
た
。 

森
林
観
察
を
ゲ
ー
ム
感
覚

で
楽
し
む
た
め
、
「
ど
き
ど

き
！
探
検
タ
イ
ム
ビ
ン
ゴ
」

と
し
て
、
植
物
の
色
や
形
、

手
触
り
を
拡
大
レ
ン
ズ
等
を

使
っ
た
観
察
か
ら
自
然
を
感

じ
ま
す
。 

当
日
は
、
「
プ
ロ
ペ
ラ
の
よ

う
な
タ
ネ
」
や
「
あ
み
だ
ク

ジ
の
よ
う
な
模
様
（
サ
サ
の

葉
）
」
等
、
森
林
の
面
白
い
も

の
や
不
思
議
な
も
の
を
九
つ

掲
載
し
た
と
こ
ろ
、
子
ど
も

た
ち
は
ビ
ン
ゴ
が
完
成
す
る

よ
う
、
熱
心
に
森
林
を
観
察

し
て
い
ま
し
た
。 

 

２
月
19

日
、
森
林
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
「
オ
ホ
ー
ツ
ク
の
会
」

の
要
請
を
受
け
、
「
冬
の
自
然

観
察
会
」
の
活
動
を
支
援
し

ま
し
た
。 

当
日
は
、
「
オ
ホ
ー
ツ
ク
の

会
」
の
会
員
と
公
募
の
参
加

者
を
合
わ
せ
て
49

名
の
参
加

が
あ
り
、
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
を

履
い
て
８
班
で
、
ポ
ン
ポ
ン

山
（
弟
子
屈
町
川
湯
）
を
目

指
し
ま
し
た
。 

こ
の
「
ポ
ン
ポ
ン
山
」
は
、

山
と
い
う
よ
り
小
高
い
丘
の

よ
う
な
地
形
で
、
硫
黄
山
や

か
ぶ
と
山
と
並
ぶ
ア
ト
サ
ヌ

プ
リ
火
山
群
の
一
角
で
、
地

面
を
踏
む
と
中
が
空
洞
の
よ

う
に
「
ポ
ン
ポ
ン
」
と
音
が

鳴
る
こ
と
か
ら
、
そ
う
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。 

ポ
ン
ポ
ン
山
に
至
る
ま
で

の
森
林
散
策
で
は
、
キ
タ
キ

ツ
ネ
・
エ
ゾ
リ
ス
・
エ
ゾ
シ

カ
の
足
跡
や
フ
ン
、
キ
ツ
ツ

キ
が
空
け
た
穴
、
エ
ゾ
シ
カ

が
樹
皮
を
食
べ
た
痕
等
、
森

林
の
中
で
の
動
物
た
ち
の
営

み
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。 

ま
た
、
毛
皮
を
ま
と
っ
た

よ
う
な
「
キ
タ
コ
ブ
シ
」
の

冬
芽
、
ト
ゲ
や
匂
い
で
動
物

や
虫
か
ら
身
を
守
ろ
う
と
す

る
植
物
の
生
き
る
た
め
の
知

恵
等
を
、
ガ
イ
ド
か
ら
の
説

明
を
受
け
な
が
ら
１
時
間
30

分
、
所
々
で
蒸
気
の
上
が
る

ポ
ン
ポ
ン
山
に
到
着
し
ま
し

た
。 参

加
者
か
ら
は
、
「
森
林
の

清
々
し
い
空
気
と
静
寂
さ
に

癒
や
さ
れ
ま
し
た
。
」
等
の
感

想
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

常呂川森林ふれあい推進センター

教
育
機
関
と
の
連
携 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体 

の
活
動
支
援 

拡大レンズを使って樹皮を観察

冬の自然観察会での森林散策
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十
勝
西
部
森
林
管
理
署 

八
千
代
森
林
事
務
所 

 

森
林
官 

和
田 

隆
太
郎

★
管
内
の
概
要 

 

八
千
代
森
林
事
務
所
は
、

十
勝
の
中
心
と
な
る
帯
広
市

の
南
に
位
置
し
日
高
山
脈
中

央
部
を
源
と
す
る
清
流
・
札

内
川
流
域
に
広
が
る
中
札
内

村
に
所
在
し
ま
す
。 

 

管
轄
す
る
面
積
は
、
帯
広

市
と
芽
室
町
の
国
有
林
約
２

１
千
㌶
で
す
。 

 

日
高
山
脈
襟
裳
国
定
公
園

に
指
定
さ
れ
て
い
る
戸
蔦
別

岳
、
札
内
岳
、
十
勝
幌
尻
岳
、

エ
サ
オ
マ
ン
戸
蔦
別
岳
と
い

っ
た
日
高
山
脈
の
山
々
も
管

轄
し
て
い
ま
す
。 

い
ず
れ
も
大
変
急
峻
な
地

形
の
上
、
一
般
的
な
登
山
コ

ー
ス
も
整
備
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
か
ら
、
上
級
者
向
け
と

な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。 

★
農
業
王
国
の
十
勝 

 

当
森
林
事
務
所
が
あ
る
中

札
内
村
は
、
枝
豆
・
ピ
ー
タ

ン
た
ま
ご
（
ピ
ー
タ
ン
は
中

札
内
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
名

前
。
新
鮮
た
ま
ご
）
が
名
産

品
で
す
。 

★
食
の
十
勝 

 

十
勝
は
、
ス
イ
ー
ツ
王
国

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。 

 

ケ
ー
キ
・
和
菓
子
な
ど
の

店
が
数
多
く
有
り
、
そ
の
数

の
多
さ
や
、
そ
の
店
を
巡
る

ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
ラ
リ
ー
に
、

ス
イ
ー
ツ
好
き
な
皆
さ
ん
は

魅
了
さ
れ
ま
す
。 

 

ま
た
、
あ
る
農
業
高
校
を

モ
チ
ー
フ
に
描
か
れ
た
ア
ニ

メ
で
、
帯
広
市
の
「
ば
ん
え

い
競
馬
」
や
「
農
業
・
林
業
」

に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
た
こ
と

も
あ
っ
て
、
全
国
的
に
も
十

勝
・
帯
広
は
注
目
さ
れ
て
い

る
よ
う
で
す
。 

★
甚
大
な
台
風
被
害 

 

昨
年
８
月
、
十
勝
西
部
森

林
管
理
署
管
内
は
４
つ
の
台

風
（
台
風
７
号
・
11
号
・
９

号
・
10
号
）
に
襲
わ
れ
自
然

の
猛
威
に
さ
ら
さ
れ
ま
し
た
。

管
内
の
林
道
は
甚
大
な
被
害

を
受
け
、
現
在
も
不
通
の
状

態
が
続
い
て
い
ま
す
。 

被
害
状
況
の
把
握
は
、
職

員
が
一
丸
と
な
り
、
徒
歩
に

よ
る
現
地
調
査
を
日
々
行
い
、

徒
歩
で
も
困
難
な
場
所
に
つ

い
て
は
、
ヘ
リ
に
よ
り
上
空

か
ら
の
調
査
を
行
い
ま
し
た
。 

 

そ
の
結
果
、
被
害
状
況
の

全
容
が
徐
々
に
わ
か
っ
て
き

て
お
り
、
一
部
の
林
道
で
は

復
旧
作
業
を
行
い
、
通
行
可

能
な
箇
所
も
徐
々
に
増
え
て

き
て
い
ま
す
。 

★
災
害
の
復
旧 

当
森
林
事
務
所
の
幹
線
道

路
で
あ
る
戸
蔦
別
林
道
が
甚

大
な
被
害
を
受
け
不
通
と
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
森

林
整
備
等
の
事
業
地
を
振
り

替
え
る
と
と
も
に
、
職
員
間

の
情
報
共
有
や
本
署
と
の
連

携
を
密
に
し
て
、
引
き
続
き

台
風
被
害
の
状
況
把
握
と
復

旧
作
業
に
、
全
力
で
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す 

写真は十勝幌尻岳（1,846ｍ）

土石流により林地や林道が 
跡形もなく消えた現場 

被災した林道 左：復旧後、右：復旧前 

スノーモビルで調査に向かう 
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【
空
知
森
林
管
理
署
】 

当
署
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
森
林
に
親
し

み
、
そ
の
自
然
の
す
ば
ら
し
さ
を
感
じ
、
大

切
さ
を
学
ん
で

も
ら
う
「
森
林
ふ

れ
あ
い
事
業
」
に

取
り
組
ん
で
い

ま
す
。 

そ
の
活
動
の

一
つ
と
し
て
、
岩

見
沢
市
立
美
流

渡
小
学
校
の
み

な
さ
ん
と
四
季

を
通
じ
た
森
林
教
室
を
実
施
し
て
お
り
、
２

月
28
日
に
同
小
２
～
６
年
生
児
童
７
名
の
み

な
さ
ん
と
３
回
目
の
森
林
教
室
を
実
施
し
ま

し
た
。 

今
回
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・
ア
プ
リ
を

使
っ
て
木
の
高
さ
を
測
っ
た
り
、
「
輪
尺
」

で
木
の
幹
の
胸
高
直
径
を
測
っ
た
り
、
森
林

の
「
健
康
診
断
」
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
森

林
の
大
切
さ
を
感
じ
、
さ
ら
に
親
し
み
を
深

め
て
も
ら
お
う
と
企
画
し
た
も
の
で
す
。 

森
へ
行
く
前
に
教
室
で
ア
プ
リ
の
使
い
方

や
、
「
輪
尺
」
の
使
い
方
も
練
習
し
ま
し
た
。 

調
査
デ
ー
タ
を
取
り
ま
と
め
た
と
こ
ろ
、

森
は
健
康
だ
っ
た
と
評
価
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
れ
か
ら
も
森
林
を
守
り
育
て
る
こ
と
の

大
切
さ
を
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
学
ん
で
行
け

た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 【
石
狩
森
林
管
理
署
】 

３
月
３
日
、
当
署
会
議
室
に
お
い
て
、
平

成
28
年
度
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
連
絡
会
を

開
催
し
、
構
成
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
今
年
度
の

活
動
報
告
を
行
い
ま
し
た
。 

当
署
管
内
で
は
、
八
つ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
に
よ
り
平
成
16
年
の
台
風
被
害
跡
地
を

は
じ
め
、
各
地
区
で
社
会
貢
献
に
よ
る
森
づ

く
り
を
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。 

ま
ず
当
署
か
ら
、
取
組
事
例
を
紹
介
し
な

が
ら
、
「
国
民
参
加
の
森
づ
く
り
」
の
状
況

を
説
明
し
ま
し
た
。 

出
席
団
体
か
ら
は
１
年
間
の
活
動
報
告
を

い
た
だ
き
、
そ
の
後
、
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。 

各
団
体
の

近
々
の
悩
み
と

し
て
は
、
高
齢
化

に
よ
る
団
体
の

維
持
が
厳
し
く

な
っ
て
き
て
い

る
こ
と
、
資
金
調

達
に
苦
慮
し
て

い
る
こ
と
な
ど

の
意
見
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。 

国
民
参
加
の
森
づ
く
り
は
、
森
林
の
重
要

性
が
広
く
国
民
に
理
解
さ
れ
る
方
法
と
し
て
、

大
切
な
こ
と
で
あ
り
、
今
後
も
引
き
続
き
各

団
体
の
ご
協
力
も
い
た
だ
き
な
が
ら
更
に
進

め
て
行
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 【
網
走
西
部
森
林
管
理
署
】 

３
月
５
日
、
遠
軽
町
に
お
い
て
、
「
遠
軽

地
区
林
業
推
進
協
議
会
」
が
主
催
す
る
遠
軽

地
区
・
湧
別
地
区
林
業
合
同
説
明
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
説
明
会
は
、

地
域
林
業
の
振
興

を
目
的
と
し
て
、

地
域
林
業
の
担
い

手
で
あ
る
地
元
の

林
業
事
業
体
に
新

規
就
業
者
を
呼
び

込
む
こ
と
を
取
組
の
大
き
な
柱
と
し
て
い
ま

す
。 当

日
は
、
各
企
業
か
ら
会
社
紹
介
が
あ
り
、

私
た
ち
は
、
管
内
の
林
業
が
抱
え
る
課
題
の

解
決
に
向
け
た
活
動
を
行
う
こ
と
を
目
的
に

設
置
さ
れ
た
、
「
オ
ホ
ー
ツ
ク
フ
ォ
レ
ス
タ

ー
ズ
コ
ミ
ニ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
（
Ｏ
Ｆ
Ｃ
）

（
構
成
員
：
オ
ホ
ー
ツ
ク
総
合
振
興
局
東
部

森
林
室
、
網
走
中
部
森
林
管
理
署
、
網
走
南

部
森
林
管
理
署
）
と
し
て
、
林
業
に
関
し
て

理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
、
こ
の
地
区
の

開
拓
の
歴
史
や
、
林
業
が
循
環
利
用
で
き
る

資
源
と
し
て
重
要
で
あ
る
こ
と
を
テ
ー
マ
に

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。 

今
回
の
説
明
会
を
通
じ
て
、
林
業
と
い
う

仕
事
の
す
ば
ら
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と

が
、
担
い
手
の
確
保
に
繋
が
る
の
で
は
な
い

か
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。 

各地からの便り 各地からの便り 

検索 森もりスクエア 「各地からの便り」の詳細は 

スマホで樹高を測ります 

᷷
美
流
渡ᷫ

み
る
と

小ᷬ
学
校
で 

 

森
林
教
室 

ボ
ラ
ン
テ
Ḑ
ア
活
動
連
絡
会 

を
開
催 

遠
軽
地
区
・
湧
別
地
区 

林
業
合
同
説
明
会

主催者によるプレゼンテーション 

ボランティア活動等連絡会 

７



 

お
知
ら
せ 

 

【
石
狩
森
林
管
理
署
】 

 

３
月
14
日
、
札
幌
市
屯
田
北
小
学
校
に 

お
い
て
札
幌
市
屯
田
北
小
学
校
・
石
狩
振

興
局
森
林
室
・
石
狩
森
林
管
理
署
の
三
者

に
よ
る
「
遊
々
の
森
（
と
ん
き
た
夢
の
森
）

に
お
け
る
木
育
体
験
活
動
等
に
関
す
る

協
定
」
調
印
式
を
行
い
ま
し
た
。 

こ
れ
は
、
昨
年
春
に
同
小
学
校
よ
り
当

署
に
対
し
て
、
身
近
な
森
林
に
ふ
れ
あ
い
、

総
合
的
な
学
習
に
資
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
森
林
教
室

の
開
催
の
依
頼
が

あ
っ
た
こ
と
が
発

端
で
し
た
。
そ
の

後
、
開
催
に
向
け

て
、
具
体
的
に
ど

の
よ
う
に
行
う
か

協
議
し
て
き
ま
し

た
。 森

林
教
室
の
よ
う
に
直
接
身
近
な
森

林
と
ふ
れ
あ
っ
て
、
森
林
の
役
割
や
守
り

育
て
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
理
解
す

る
こ
と
は
、
環
境
教
育
の
手
段
と
し
て
有

効
で
あ
り
、
今
後
も
継
続
し
て
、
計
画
的

に
行
う
こ
と
が
得
策
と
考
え
た
こ
と
か

ら
、
こ
の
度
、
石
狩
振
興
局
も
交
え
た
三

者
に
お
い
て
協
定
書
を
交
わ
し
ま
し
た
。 

今
後
、
様
々
な
展
開
を
図
り
、
森
林
環

境
教
育
の
一
端
を
担
え
れ
ば
と
考
え
て

お
り
ま
す
。 

【
渡
島
森
林
管
理
署
】 

 

３
月
16
日
、
八
雲
町
民
セ
ン
タ
ー
及
び

同
ス
ポ
ー
ツ
公
園
に
お
い
て
、
渡
島
総
合

振
興
局
東
部
森
林
室
及
び
檜
山
振
興
局
森

林
室
北
檜
山
事
務
所
な
ら
び
に
近
隣
の
町

林
務
担
当
者
（
森
町
、
八
雲
町
、
長
万
部

町
、
今
金
町
）
総
勢
19
名
を
対
象
に
無
人

航
空
機
（
ド
ロ
ー
ン
）
に
関
す
る
安
全
な

飛
行
の
確
保
の
た
め
の
講
習
会
を
開
催
し

ま
し
た
。 

近
年
、
ド
ロ
ー
ン
が
急
速
に
普
及
し
て

い
る
中
、
当
署
に
お
い
て
も
昨
年
発
生
し

た
台
風
10
号
に
よ
る
風
倒
木
被
害
地
の

概
況
調
査
に
大
変
活
躍
し
た
と
こ
ろ
で
あ

り
、
今
後
の
林
業
に
お
け
る
森
林
資
源
の

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調

査
の
ほ
か
様
々
な

分
野
で
の
活
用
が

期
待
さ
れ
ま
す
。 

そ
こ
で
、
民
有

林
と
国
有
林
の
関

係
者
が
連
携
し
て

ド
ロ
ー
ン
を
活
用

し
て
い
け
る
よ
う
、
航
空
法
に
つ
い
て
の

知
識
や
ド
ロ
ー
ン
を
適
切
に
飛
行
さ
せ
る

能
力
の
習
熟
に
か
か
せ
な
い
講
習
を
実
施

し
た
と
こ
ろ
で
す
。 

各
機
関
と
も
ド
ロ
ー
ン
に
対
し
て
大
変

関
心
が
高
く
、
操
作
方
法
や
活
用
方
法
に

つ
い
て
、
担
当
者
に
熱
心
に
質
問
し
て
い

ま
し
た
。 

北
海
道
森
林
管
理
局
は
、
広

大
で
豊
か
な
森
林
を
国
民
共
通

の
財
産
と
し
て
、
世
代
を
超
え

た
さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ー
ズ
に
応
え

ら
れ
る
よ
う
、
持
続
的
な
管
理

経
営
に
努
め
る
と
と
も
に
、
よ

り
豊
か
な
姿
で
次
の
世
代
に
引

き
継
ぐ
こ
と
を
使
命
と
し
て
お

り
ま
す
。 

北
海
道
森
林
管
理
局
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
内
で
は
、「
公
売
・
入

札
情
報
」「
知
床
世
界
自
然
遺
産
」

「
エ
ゾ
シ
カ
対
策
」「
森
も
り
！

ス
ク
エ
ア
」
「
イ
ベ
ン
ト
情
報
」

等
の
各
サ
イ
ト
内
に
お
い
て
北

海
道
国
有
林
の
情
報
を
お
届
け

し
て
お
り
ま
す
。 

検索 北海道森林管理局 

イ
ベ
ン
ト
情
報
カ
レ
ン
ダ
ー 

北
海
道
森
林
管
理
局
で
は
、
国
民

の
、
み
な
さ
ま
が
森
林
・
林
業
・
木
材

産
業
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、
北
海
道
内
の
国
有
林
等

で
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
掲

載
し
て
お
り
ま
す
。 

各
イ
ベ
ン
ト
の
情
報
に
つ
き
ま
し

て
は
、
北
海
道
森
林
管
理
局
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
「
イ
ベ
ン
ト
情
報
カ
レ
ン
ダ

ー
」
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

な
お
、
現
地
の
状
況
等
に
よ
り
内
容

を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

予
め
ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
。 

広報 「北の森林
も り

 国有林」4 月号 

発行 林野庁北海道森林管理局 

編集 総務企画部 企画課 

〒064-8537 札幌市中央区宮の森 

3 条 7 丁目 70 

ＩＰ電話 050-3160-6300 
電  話 011-622-5213 
F A X 011-622-5194

http://www.rinya.maff.go.jp/hokkaido/ 

無人航空機の取扱説明 

᷷
遊
々
の
森ᷫ

と
ん
き
た
夢
の
森

にᷬ
お
け
る
木
育

体
験
活
動
等
に
関
す
る
協
定

調᷸
印
式 

民
有
林
関
係
者
と
無
人
航
空
機ᷫ

ド
ロ
ー
ン
ᷬ

講
習
会
を
開
催 

三者において協定調印 
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